
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

み  き           も  り 
森町森林組合 

秋 号  
発行日 29．10．26 

第
五
十
七
回
通
常
総
代
会
を
開
催 

～
原
案
通
り
可
決
さ
れ
る
～ 

 

 

九
月
二
十
八
日
に
三
倉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
第
五
十
七
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
会
に
は
総

代
・
役
員
を
始
め
、
御
来
賓
と
し
て
、
森
町
長
・
太
田
康
雄
氏
、
静
岡
県
中
遠
農
林
事
務
所
長
・
松
本
智
加
良
氏
、
静
岡
県
森

林
組
合
連
合
会
長
代
理 

代
表
理
事
常
務
・
望
月
鉄
彦
氏
、
衆
議
院
議
員
宮
澤
博
行
氏
の
秘
書
・
太
田
裕
介
氏
、
衆
議
院
議

員
小
山
展
弘
氏
の
秘
書
・伊
藤
健
氏
、
地
元
町
議
会
議
員
他
の
御
臨
席
を
賜
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

本人出席 34 名 委任状 16 名 書面決議 22 名合計 72 名のもと開催 

様
々
な
懸
念
が
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
外
材
の
シ
ェ
ア
が

約
七
割
弱
と
な
っ
て
お
り
、
丸
太
あ
る
い
は
製
品
に
し
て

も
森
林
認
証
を
受
け
た
も
の
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
状
況

で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
日
本
も
森
林

認
証
を
受
け
て
我
々
も
豊
か
な
森
林
を
作
る
た
め
に
も
、

国
際
基
準
で
の
管
理
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
と
も
な
う
メ
イ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
、
関
連
施
設
の
建
設
に
お
い
て
森
林
認
証
材
が

使
わ
れ
る
と
い
う
事
で
進
ん
で
お
り
、
そ
う
い
っ
た
需
要

に
対
し
て
も
対
応
で
き
る
準
備
を
し
て
行
く
事
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

当
組
合
が
現
在
お
こ
な
っ
て
い
る
施
業
団
地
に
つ
い

て
も
集
約
化
を
行
い
低
コ
ス
ト
化
を
目
指
し
な
が
ら
森

林
認
証
の
仕
組
み
を
利
用
し
て
環
境
に
配
慮
し
た
作
業

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。」 

 
挨拶をする 

甚沢万之助 代表理事組合長 

 
 

祝辞を述べる太田森町長 

 
 

祝辞を述べる静岡県森林

組合連合会望月常務 

続
い
て
議
長
に
天
方
地
区
船
木
公
雄
氏
を
選
出
し
て

議
事
に
入
り
、
上
程
し
た
第
一
号
議
案
か
ら
第
十
一
号
議

案
を
審
議
し
、
出
席
者
多
数
の
賛
成
を
得
て
可
決
決
定
さ

れ
、
無
事
総
代
会
を
終
了
致
し
ま
し
た
。 

秋
を
迎
え
本
格
的
な
伐
採
シ
ー
ズ
ン
に
入
る 

現
在
３
団
地
に
て
作
業
道
開
設
・
間
伐
作
業
及
び
搬
出
作
業
を
行
い
、
こ
の
ほ
か
に
大
日
山

県
営
林
間
伐
作
業
や
森
の
力
再
生
事
業
等
森
町
北
部
の
山
林
で
安
全
第
一
で
進
め
て
い
ま
す
。 

い
つ
の
間
に
か
日
も
短
く
な
り
、
秋
の
深

ま
り
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

朝
夕
は
寒
気
が
身
に
し
み
る
こ
の 

頃
で
す
が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご 

し
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
年
度
の
森
林
整
備
事
業
は
、
現
在
３
つ

の
団
地
に
て
作
業
道
開
設
及
び
間
伐
作
業
を

進
め
て
お
り
ま
す
。 

今
年
度
も
折
り
返
し
地
点
を
過

ぎ
、
十
月
は
長
雨
に
悩
ま
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
後
は
急
ピ
ッ
チ
で
間

伐
作
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

関
係
す
る
所
有
者
の
皆
様
、
木

材
搬
出
経
路
の
周
辺
に
お
住
い
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

今
年
は
、
木
材
の
供
給
先
で
あ
る
県
森
連

天
竜
営
業
所
の
皆
様
に
現
場
に
ご
足
労
い
た

だ
い
て
、
造
材
指
導
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
規
格
の
木
材
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
供
給
し
、
需
要
に
答
え
る
と

共
に
、
価
格
面
で
も
優
位
に
な
る
よ
う
に
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
関
係
を
継
続
す
る
こ

と
で
、
現
場
の
造
材
知
識
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

県
森
連
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今

後
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

議
事
に
入
る
前
に
甚
沢
組
合
長
は
、
日
々
の
組
合
運
営
に

於
い
て
、
ご
指
導
ご
協
力
頂
い
て
い
る
事
に
対
し
冒
頭
で
御
礼

申
し
上
げ
挨
拶
を
致
し
ま
し
た
。 

「
平
成
二
十
八
年
度
は
組
合
に
と
り
ま
し
て
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
事
が
二
点
ほ
ど
ご
ざ
い
ま
す
。 

①
中
間
土
場
を
利
用
し
て
出
て
き
た
木
材
を
Ａ
材
Ｂ
材

Ｃ
材
と
仕
分
け
を
行
い
、
直
送
体
制
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
事
。 

そ
れ
ま
で
は
す
べ
て
の
材
が
山
か
ら
で
た
後
、
県
森
連

の
事
業
所
へ
出
荷
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
富
士
に
で

き
ま
し
た
ノ
ダ
合
板
へ
直
送
で
運
ぶ
と
い
う
体
制
に
つ
い

て
中
間
土
場
を
設
置
し
た
事
に
よ
り
可
能
と
し
ま
し
た
。 

②
昨
年
よ
り
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証

が
三
月
二
十
二
日
に
認
証
さ
れ
ま
し
た
。
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認

証
は
国
際
基
準
の
も
と
森
林
経
営
が
持
続
可
能
で
環
境
に

配
慮
し
た
仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
い
く
事
。 

こ
の
事
は
特
別
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中
で
み
る

と
違
法
伐
採
な
ど
で
違
法
に
切
ら
れ
た
木
が
数
多
く
存
在

し
材
の
価
格
低
下
を
招
い
て
お
り
、
ま
た
大
量
の
伐
採
を

行
う
事
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
、
地
球
温
暖
化
の
誘
発
等 

遠
州
森
林
認
証
グ
ル
ー
プ
（
森
町
森
林
組
合
・
掛
川
市
森
林
組
合
・
森
町
・
掛
川
市
・
静

岡
県
）
で
は
平
成
二
十
九
年
九
月
七
～
八
日
に
か
け
て
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
取
得
後
、
初
と
な

る
年
次
監
査
を
受
験
し
ま
し
た
。
森
町
森
林
組
合
と
掛
川
市
森
林
組
合
及
び
静
岡
県
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
書
類
監
査
、
現
地
監
査
を
行
い
重
大
な
指
摘
事
項
は
共
に
な
し
。
宿
題
程
度
の

観
察
事
項
が
若
干
と
国
際
基
準
で
森
林
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
事
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。 

森
林
認
証
取
得
後 

初
と
な
る
年
次
監
査
を
受
験 

 
 

 
in 森町森林組合 

 
 

 
in 掛川市森林組合 

 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行／森町森林組合 

〒437-0208 静岡県周智郡森町三倉 826-2 

TEL : 0538-86-0211  FAX : 0538-86-0212 

E-Mail : jigyou@forest-morimachi.or.jp 

URL：http://www.forest-morimachi.or.jp 

す ぎ 
長さ 

(m) 

末口径 

(cm) 
中 値 

1 本当たり 

単価(円) 
摘   要 

3m 

14 9,000 円 531 円 柱目 3.5 寸取 

16～18 10,000 円 870 円 柱目 4 寸取 

20～ 12,000 円 1,584 円 中目 

4m 

14 9,000 円 702 円 桁目 3.5 寸取 

16～18 10,500 円 1,218 円 桁目 4 寸取 

20～22 13,500 円 2,376 円 中目 

24～28 16,000 円 4,320 円 中目 

30～34 17,000 円 6,970 円 二番玉節小 

6m 
16～18 15,000 円 - 通し柱４寸 

20～22 15,000 円 - 通し柱太角 

 

ひのき 
長さ 

(m) 

末口径 

(cm) 
中 値 

1 本当たり 

単価(円) 
摘   要 

3m 

14 13,000 円 767 円 柱目 3.5 寸取 

16～18 17,000 円 1,479 円 柱目 4 寸取 

20～ 14,500 円 1,914 円 太角目 

4m 

14 13,000 円 1,014 円 土台目 3.5 寸取 

16～18 16,000 円 1,856 円 土台 4 寸取 

20～22 15,500 円 2,728 円 中目縁甲取 

24～28 16,000 円 4,320 円 中目 

30～34 19,000 円 7,790 円 二番玉節小 

6m 
16～18 29,000 円 - 通し柱４寸 

20～22 25,000 円 - 通し柱太角 

 

三木の森林だより 
～山のことなら何でも森町森林組合に～ 

購買情報 
 

滑らないから作業がはかどる！ 

アサヒスパイク地下タビ 

 

7 枚ピンタイプ 

 

 

 

 

 

 
 

サイズは 22.5cm から 28.0cm 

￥5,292 円(税込) 

森林組合従業員が愛用しています。 

森と生きる 森が活きる 

遂に完成 森林認証 PR パンフレット 
森・掛川地域 国際基準の森づくり 

 

ＦＳＣ森林認証を取得した事により認証

材の供給、環境への配慮等、様々な効果が

期待できる様になった一方で、まだまだ森

林認証への周知については皆様への理解度

を含めて、事実十分ではありません。 

そこで遠州森林認証グループのＰＲ普及

への一歩としてパンフレットの作成を行い

ました。パンフレット御希望の方は組合に

て取得可能です。是非ご覧下さい。 

森組からお知らせ 
 

●組合員名簿等名義変更について 

所有森林で相続・取得・売却等が生

じた際には、組合員名簿及び出資証

券の名義変更等が必要となりますの

で、御連絡下さい。 
 

●一般賦課金納入の御願いについて 

組合員皆様に賦課金請求書を発送

致しましたので 11 月 30 日迄に御納

付下さいます様、お願い致します。 
 

●イベント参加について 

今年も 11 月 19 日(日)に森町文化

会館駐車場で開催される「もりもり

２万人まつり＆農協祭」に林産物（山

芋・椎茸・シメジ等）を出品しますの

で、是非、お立ち寄り下さい。 

 

森町森林組合スタッフ blog について 
森町森林組合では『はまぞう』で日々の出来事・さまざま

な情報や組合長のひとりごと等を公開しています。 

毎週２回以上の更新を行っています。是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 検索方法について 

①お持ちのパソコン・スマホで 『はまぞう』 を検索。 

②はまぞうのページ内で 『ブログ地域一覧』 をクリック。 

③ブロク地域一覧で 『森町』 をクリック。 

④ページ内に 森町森林組合スタッフ blogが表示されます。 
 

編集後記✍ 

昨年の10月4日から組合の情報発

信のツールとして開設した『はまぞ

うブログ』がついにアクセス数が

10,000 件を超えました。 

広報誌は年 4 回発行ですがブログ

は週 2回更新を目標にしています。 

今後は、開設したホームページを

より見やすく更新していきますので

ご愛読を宜しくお願いします。 

コメントもお願いします。m(_ _)m 

 

 

 

 

中遠地区視察研修に行ってきました！ 
 

9 月 12 日に中遠地区視察研修に参加しましたので

簡単に報告させて頂きます。 

今回の視察地は菊川市、掛川市にあるスギ、ヒノキ

を使った渡り腮(わたりあご)工法の木造住宅並びに

施設等で家主様や建築士の方に工法に関するお話や

感想を聞かせて頂きました。 

 

 

 

 

 
 

木の感触を肌で感じることができ、素材の特性が

活かされ強度に関しても粘り強さを発揮しているこ

とを知りました。 

近年では様々な住宅工法がある中で、木材消費に

向けていかに顧客を取り込んでいけるかが重要にな

ると思います。そして木造工法という言葉に少しで

も耳を傾けてもらうことで、一般材を始めとして認

証材の認知度向上につなげていくことが求められて

くると感じました。        西尾 昂 

   

 


